初習言語教育における相互文化理解の授業の在り方を考える : 松山大学の初習言語「ハングル」における授業例を中心に by 金 菊煕
松 山 大 学 論 集
第 26 巻 第 1 号 抜 刷











　마쓰야먀대학의  언어교육은  언어문화부회가  주축이  되어, 총  6개  학과의  
1, 2 학년  학생을  대상으로, 필수과목과  선택과목을  합한  계  14 단위  
이상의  외국어수업을  이수하도록  하고  있다. 2011 년부터  개정된  
신커리큘럼의  외국어  교육  목표에  따라  한국어  교육에  있어서도  2012
년도부터  기초  이수과목에  대해  공통  실러버스, 공통  교재, 통일  
기말시험을  실시하고  있다. 또한, 2 0 1 3 년도  후기  수업에서는  












발표  수업을  도입하고  그에  대한  평가  점수  또한  다른  페이퍼베이스의  
시험  점수와  같이  성적에  일정  비율  반영하는  형식을  취하고  있다.
　본고에서는  먼저  마쓰야마대학의  한국어  교육에  시험적으로  도입된  발표  
수업의  실시  배경과  내용에  대해  상술한다. 아울러, 저자가  담당한  
기초한국어  클래스의  발표  수업에서  학생들이  이문화에  대해  어떤  식으로  
반응했는지를  정리했다. 마지막으로, 상호문화이해를  도모하기  위한  현  
수업  방식의  문제점  및  개선  방안에  대해서도  짚어  보았다.
キーワード：松山大学，初習言語教育目標，韓国語，異文化，相互文化理解































































































































































































































































































1 NS-NNS NS 学生によるプレゼンテーション 教員15点（14）
発表後教員からのコメ
ント






3 NS-NNS NS プレゼンテーション（授業の後半） 教員10点 教員など
4 NS-NNS NS プレゼンテーション 教員10点（9） 教員
5 NS-NNS NS プレゼンテーション（授業の前半） 学生10点（8．93）
学生のコメント，教員
のチェック
6 NS-NNS NS レポート 10点
7 NS（1） NS レポート 10点
8 NS（1） NS プレゼンテーション（授業の前半） 10点（8．71） 学生のコメント，教員のチェック
9 NS-NNS NS プレゼンテーション 15点（14） 教員
10 NS-NNS NS プレゼンテーション（授業の後半） 10点 教員など
11 NS（2） NS プレゼンテーション 10点（9） 教員

























































































































































































テーマ別分類 2012 2013 2014
韓 国 料 理 144（34％） 86（35％） 206（37％）
韓 流 178（43％） 87（36％） 155（27％）
美 容 25（6％） 20（8％） 44（8％）
政治・スポーツ 18（4％） 15（6％） 52（9％）
伝統・文化 24（6％） 17（7％） 61（11％）
そ の 他 30（7％） 18（8％） 46（8％）
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授業オリエンテーション
成績評価（100点満点）
定期試験60点（中間30点，期末30点），小テスト20点，発表10点，課題10点
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
発表について 発表10点（基本点3点＋評価点7点）
3～4人が1グループとなって「韓国」「韓国語」「韓国人」「韓国文化」に関連するテー
マを取り上げ，授業の最初の10分間発表します。発表の後，発表者を除くクラスの出席者
全員から発表内容について評価をしてもらい（最高7点），その平均値を成績（発表）に加
算します。
グループのメンバーが決まったらグループ名，メンバーの名前，発表のテーマ，発表の希
望日を紙にまとめて提出してください（○○日の授業開始前まで）。発表のテーマや希望日
が重なる場合は，先に申し出たチームが優先されます。
《報告の例》（ノートなどの紙に書いて提出。紙のサイズは自由）
＊グループ名：（例）ハングルサラン（メンバーで相談して適当な名前を付ける）
＊メンバー：学生番号＋名前（ハングル），リーダー（1名）を決めて記すこと
＊テーマ：韓国の家庭料理（テーマは，第1希望から第3希望まで記入）
＊発表の順は，次回の授業で知らせる。
＊発表での使用言語は自由
＊発表後，発表者以外の授業参加者が発表内容に対する評価を行う。発表内容のほか，発表
の仕方も評価の対象とする。評価最高点は7点。評価シートには，発表点と共に発表内容
を受けての感想や意見のほか，自分が付けた点数の理由付けをも書く（理由付けがはっき
りしないものは無効とする）。
《過去の発表テーマの例》
＊韓国の学校（学校制度，大学受験，大学キャンパスにおける日韓の違いなど）
＊韓国の祝日（記念日／お正月・お盆の風景／休日の過ごし方）
＊韓国の軍隊（徴兵制度）／韓国の食生活（家庭料理）
＊韓国の有名人（日本で有名な韓国人，韓国で有名な日本人）
＊韓国と日本の恋愛／結婚文化の違い
＊韓国と日本の生活習慣の違い，等々
発表は，必ずメンバー全員が行うものとします。発表の日に正当な理由なく欠席した場合，
発表点は0点となります。発表時に，パワーポイント，印刷物の配布など，小道具の使用も
可能です。それらを使用する際は，事前に担当の先生に相談してください。
「付録」「ハングル2」クラスにおける相互文化理解授業の実施例
（以下授業オリエンテーション時に配布した文化関連の『発表』に関する説明資料の一部）
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